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事例紹介Menu
自治体の職員の方にご出講いただき、事例紹介をしていただきました。

　岡山県倉敷市

　石川県金沢市

　兵庫県丹波市

災害対応における避難所の実態と教訓～平成30年７月豪雨災害を通して～

金沢市のＤＸの取り組み

対話する議会　若者の市政参画等

研修科目：災害に強い地域づくりと危機管理①

研修科目：業務改革（ＤＸ）のための基礎知識講座①

研修科目：議会事務①

研修期間：令和7年5月26日（月）～5月30日（金）

研修期間：令和7年7月7日（月）～ 7月9日（水）

研修期間：令和7年7月14日（月）～ 7月18日（金）

概　　要：

概　　要：

概　　要：

　平成30年7月の西日本豪雨災害を経験した倉敷市地域防災推進課の方を講師に迎え、
災害の状況や防災・減災対策の実務上のポイント等についてご講義いただきました。
　講義では、災害発生時の降水量や洪水が押し寄せた範囲・高さなど当時の状況のほか、
災害対応における想定と現実のギャップについて、避難行動、職員配置、避難所運営体制、
受援体制など項目ごとに失敗談や反省などを交えながらご説明いただきました。そして最
後に、自治体職員としての心構えとして、大規模災害が発生した場合に自治体職員は災害
対応に当たる覚悟が必要であることを述べ、研修生にエールを送られました。
　災害対応の実態や教訓について学べる貴重な機会であり、研修生にとって、実効性のあ
る防災・減災対策を進めるうえで大変参考となる講義でした。

　金沢市のＤＸの取り組みとして、「これまでのデジタル関係施策」や「デジタル人材の
育成」「育成後の活躍」等について、各業務所管課のＤＸの取り組み事例なども紹介しな
がら、ご講義いただきました。
　受講生からは「市長直轄の体制や、外部の人材と一緒に進めている姿勢など、組織全体
で前向きに取り組んでいる様子がよくわかりました」などの感想があり、明確な計画のも
とで組織改革や業務改革を進め、技術導入と人材育成を両立させながら、市民サービスと
行政運営の質の向上を目指している金沢市の姿勢は、受講生にとって大いに参考になり、
よい刺激を与えていました。

　丹波市議会では、「開かれた議会」を目指して、さまざまな議会改革に積極的に取り組
んでおり、第19回マニフェスト大賞では議会改革賞の最優秀賞を受賞しました。
　講義では、議会と若者の距離を縮め、議員として新たな視点や気づきを得るとともに、
若者の意見や考えを反映する取組である「丹波市議会☆ミライプロジェクト」のほか、議
会運営の改善や政策提言等に生かすための各種団体・学生等との「懇談の場」、さらに市
政の諸課題に柔軟に対応するために実施している「市民との意見交換会」について、ご説
明いただきました。
　今後、各自治体が議会改革を推進していくうえで、多くのヒントを得られた貴重な時間
となりました。

自治体職員×JAMP研修講師
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事例紹介Menu
自治体の職員の方にご出講いただき、事例紹介をしていただきました。

　岡山県倉敷市

　石川県金沢市

　兵庫県丹波市

災害対応における避難所の実態と教訓～平成30年７月豪雨災害を通して～

金沢市のＤＸの取り組み

対話する議会　若者の市政参画等

研修科目：災害に強い地域づくりと危機管理①

研修科目：業務改革（ＤＸ）のための基礎知識講座①

研修科目：議会事務①

研修期間：令和7年5月26日（月）～5月30日（金）

研修期間：令和7年7月7日（月）～ 7月9日（水）

研修期間：令和7年7月14日（月）～ 7月18日（金）

概　　要：

概　　要：

概　　要：

　平成30年7月の西日本豪雨災害を経験した倉敷市地域防災推進課の方を講師に迎え、
災害の状況や防災・減災対策の実務上のポイント等についてご講義いただきました。
　講義では、災害発生時の降水量や洪水が押し寄せた範囲・高さなど当時の状況のほか、
災害対応における想定と現実のギャップについて、避難行動、職員配置、避難所運営体制、
受援体制など項目ごとに失敗談や反省などを交えながらご説明いただきました。そして最
後に、自治体職員としての心構えとして、大規模災害が発生した場合に自治体職員は災害
対応に当たる覚悟が必要であることを述べ、研修生にエールを送られました。
　災害対応の実態や教訓について学べる貴重な機会であり、研修生にとって、実効性のあ
る防災・減災対策を進めるうえで大変参考となる講義でした。

　金沢市のＤＸの取り組みとして、「これまでのデジタル関係施策」や「デジタル人材の
育成」「育成後の活躍」等について、各業務所管課のＤＸの取り組み事例なども紹介しな
がら、ご講義いただきました。
　受講生からは「市長直轄の体制や、外部の人材と一緒に進めている姿勢など、組織全体
で前向きに取り組んでいる様子がよくわかりました」などの感想があり、明確な計画のも
とで組織改革や業務改革を進め、技術導入と人材育成を両立させながら、市民サービスと
行政運営の質の向上を目指している金沢市の姿勢は、受講生にとって大いに参考になり、
よい刺激を与えていました。

　丹波市議会では、「開かれた議会」を目指して、さまざまな議会改革に積極的に取り組
んでおり、第19回マニフェスト大賞では議会改革賞の最優秀賞を受賞しました。
　講義では、議会と若者の距離を縮め、議員として新たな視点や気づきを得るとともに、
若者の意見や考えを反映する取組である「丹波市議会☆ミライプロジェクト」のほか、議
会運営の改善や政策提言等に生かすための各種団体・学生等との「懇談の場」、さらに市
政の諸課題に柔軟に対応するために実施している「市民との意見交換会」について、ご説
明いただきました。
　今後、各自治体が議会改革を推進していくうえで、多くのヒントを得られた貴重な時間
となりました。

自治体職員×JAMP研修講師
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降ろすことになりました。（※まだ続けたそうな顔もあ

り……）

野球レジェンドの言葉をオマージュして恐縮ですが

「同窓会は今年で終了いたしますが、我が市町村アカデ

ミーは永久に不滅です」となります。

本当に多くの出会いのきっかけとなった市町村アカデ

ミー、今後も市町村職員中央研修所が各地方自治体職員

の学びや交流の場所として益々発展することを願ってや

みません。本当にありがとうございました。

愛知県岡崎市元職員　大羽　良

「住民税課税事務」研修（平成４年７月15 〜 24日）修

了から33年、有志で始めた各県持回りの同窓会、コロ
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なりました。今回、長野県（蓑輪町 片桐さん）担当で

はありましたが福井県、石川県での実施（11月15 〜 17

日）となりました。インバウンドの影響なのか好天のお

かげなのか、どこに行っても人でいっぱいタクシーを拾

うにも一苦労でした。福井県立恐竜博物館、兼六園、

21世紀美術館とお決まりのコース

でしたが改めて歴史と芸術に触れる

ことができた三日間でした。

愛知から始まり青森、福岡、沖

縄、神奈川、奈良、群馬・埼玉、兵

庫、静岡、茨城、長野と各県を概ね

三回巡ったことになります。

研 修 修 了 か ら33年 間 の 長 き に

渡って続く同窓会でありますが会員

は全員現役を離れ、後期高齢者もち

らほら体調も変化、出不精にもなっ

てきました。ここで一つの区切りと

して今回大会をもって同窓会に幕を

「同窓会だより」に投稿してみませんか？
研修で築いた仲間との交流を研修修了後も続けていますか。
久しぶりに仲間と再会して“絆”を確認してみませんか。
クラス全員でも、グループでも構いません。同窓会を開催されましたら、交流の様子をぜひお知らせください！

－作成要領－
原稿：700～ 800字程度（wordなどのデータでご提供ください） 
写真：１枚（データでご提供ください）

投稿をお考えの方は、調査研究部アカデミア担当までお気軽にご連絡ください。
（☎043-276-3127　 academia@jamp.gr.jp）

同窓会30回の歴史に幕を…

住民税課税事務研修　第６期第２組
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市町村アカデミーでの想い出

10月14日～16日までの３日間「管理職のためのリー
ダシップ・マネジメント講座」研修を受講させていただ
き、北は北海道から南は沖縄までの管理職同志78名と朝
から晩まで楽しく語らうことができました。
私が代表幹事を引き受けるとなった時には、「楽しく飲み
会をやればいいんでしょ？」くらいの日常業務のプレッシャー
から比べればとても気軽な気持ちでいたものの、研修初日
に「代表幹事として後日寄稿を頼みます」と命を受け、初
めての市町村アカデミー、初めての代表幹事というプレッ
シャーとともに私の顔を引き攣らせるスタートとなりました。
さて、研修の中身に話を移しますと、初日の講義の中で講
師の先生から「人は変わらない」という管理職として身も蓋
も無いパワーワードが飛び出し、多くの受講生の得も知れ
ぬ苦笑を誘ったことは言うまでもありませんが、その心は、
「こちら側が無理やり変えようとしても人（部下）は変わり
ませんよ」ということであり、一様に安堵したところです。
研修はグループワークによる演習も多く、その中で様々
な意見交換を交わすことができ、それぞれの悩みを共有
するとともに、色々な視点からの対応策も聞けて非常に

有意義なものとなりました。
３日間という中で非常に密度の濃い研修を無事に終える
ことができたのは、副幹事の草皆さん（釧路市）と井藤さん
（関市）のフォローや受講生の皆さんの協力のおかげです。
また、講師、アカデミーの方々、本研修に快く送り出し
てくれた職場の方々、何より３日間の家事育児を一人でこ
なしてくれた妻に感謝をし、心から御礼申し上げます。
“人は変わらない”…かもしれませんが、人の心を動かせ

る管理職を目指したい
と思います。

令和７年10月27日から31日の間、「公共交通とまちづ
くり」の講義を受講しました。期間は短かったものの、
終わってみれば非常に充実した時間で、内容の濃い学び
の連続でした。これまで「交通」は単なる移動手段と捉
えがちでしたが、講義を通して、地域の暮らしや経済、
そしてまちの持続性を支える重要な社会基盤であること
を改めて実感しました。
特に印象に残ったのは、「公共交通はインフラであり、
地域の福祉や教育、経済活動とも深く結びついている」
という視点です。採算性だけでなく、住民の生活の質や
地域の将来像を見据えた交通のあり方を考えることの大
切さを学びました。また、各地の事例紹介やディスカッ
ションを通じて、行政、事業者、市民がそれぞれの立場
から連携して課題を共有し、解決策を見出していく必要
性を強く感じました。
演習では、グループごとに課題を設定し、交通とまち
づくりの関係性を整理しました。多様な地域からの参加
者と意見を交わす中で、自分の地域における課題を客観

的に見つめ直す良い機会となりました。特に、「必要とさ
れる公共交通」をどう維持するかという視点は、今後の
業務を進める上での大きなヒントになりました。
今回の講義を通じて得た知識と気づきを、今後の地域

交通施策やまちづくりの実践に活かしていきたいと思い
ます。最後に、講師の先生方、運営関係者の皆様、そし
て共に学んだ受講生の皆様に感謝申し上げます。ありが
とうございました。

秋葉　寛
東京都町田市
都市づくり部都市政策課
中心市街地開発推進室担当課長
〈受講研修科目〉
管理職のためのリーダシップ・マ
ネジメント講座
第39期第１組（令和７年度）

桑原　知之
埼玉県日高市
総務部危機管理課交通政策室
交通政策・交通安全・防犯担当主査
〈受講研修科目〉
公共交通とまちづくり
第39期第１組（令和７年度）

人は変わらない！！（変えようとすると…）

これからの成長の糧に！知識と仲間を得た充実の５日間

vol.15642
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的に見つめ直す良い機会となりました。特に、「必要とさ
れる公共交通」をどう維持するかという視点は、今後の
業務を進める上での大きなヒントになりました。
今回の講義を通じて得た知識と気づきを、今後の地域

交通施策やまちづくりの実践に活かしていきたいと思い
ます。最後に、講師の先生方、運営関係者の皆様、そし
て共に学んだ受講生の皆様に感謝申し上げます。ありが
とうございました。
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『投稿！ わがまち自慢の一枚』

千葉市は、東京からのアクセスが良好
な都市でありながら、海と緑に囲まれた
自然豊かな環境が魅力のまちです。千葉
県の県庁所在地として政治・経済の中心
地である一方、観光地としても多彩な表
情を持っています。

市内には、東京湾に面した美しい海岸
線や広大な公園、歴史的な遺跡、文化施
設が点在しており、家族連れからカップ
ル、海外からの観光客まで幅広い層に人
気です。特に「千葉ポートタワー」から
の夜景や、「千葉市動物公園」での動物
とのふれあいは、訪れる人々に忘れられない思い出を提供します。

また、幕張メッセやZOZOマリンスタジアムなどの大型施設も
あり、イベントやスポーツ観戦も楽しめる都市型観光も充実。自
然と都市機能が調和した千葉市は、訪れるたびに新しい発見があ
る魅力的なまちです。

そのなかでも特に今回は「千葉市動物公園」をご紹介します。
「千葉市動物公園」は、千葉市若葉区にある自然豊かな動物園

で、都市近郊にありながら多様な動物たちとふれあえる貴重なス
ポットです。広大な敷地には約100種以上の動物が飼育されてお
り、来園者は四季折々の自然を感じながら、動物たちの生き生き
とした姿を間近で観察できます。

この動物園の象徴とも言えるのが、立ち姿で一世を風靡した
レッサーパンダの「風太くん」。その可愛らしい姿は今も多くの
人々の心をつかみ、園の人気者として親しまれています。また、
ライオンやゾウ、キリンなどの大型動物も迫力満点で、子どもか
ら大人まで楽しめる展示が充実しています。

園内には、動物とのふれあいが楽しめる「わくわくあにまるフィールド」や、熱帯雨林を体験しながら
学べる施設「生命の森　熱帯雨林」など、教育的な要素も豊富。家族連れはもちろん、カップルや友人同
士でも一日中楽しめる工夫が随所に施されています。

アクセスも便利で、千葉都市モノレール「動物公園駅」から徒歩すぐ。入園料も大人800円、中学生以
下は無料とリーズナブルで、気軽に訪れることができます。
「千葉市動物公園」は、動物とのふれあいを通じて自然の大切さを学び、心豊かな時間を過ごせる魅力

的な場所です。皆様、是非お越しください。

「千葉市動物公園」→ 

「千葉ポートタワー」クリスマスイルミネーション

チーターが疑似餌を追って展示場を周回して走る「チーターラン」

※�アカデミアでは、「広報の効果的実践」研修の修了生や自治体の広報担当者を対象に、キラリと光るふるさと自慢のフォトス
ナップを、表紙の写真として募集しています。詳しくは市町村アカデミー調査研究部043-276-3127までお問い合わせください。
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市町村アカデミーでは、様々な事情によって千葉の本学での研修受講が困難な地域の要請等により、当
該地域に赴き、高度で専門的なカリキュラムを短期研修として提供する「巡回アカデミー」を平成27年
度より年度内に２回実施しています。

令和７年度は、第１回目を10月15日（水）と16日（木）の２日間の日程で、
長崎県長崎市にある長崎県市町村会館において、長崎県市町職員研修センター
との共催で、「災害対応研修（基礎編）～危機に直面したときの適切な行動を考
える～」の研修を行いました。
15日（水）は開講式の後、熊本県初代危機管理防災
企画監・防災軍師の有浦隆氏から「過去に学ぶ災害対
応と自治体防災」と題して、実際に熊本地震の陣頭指

揮を執った経験談をもとに、災害対応と自治体防災についてご講義をいただき
ました。研修生からは、「自分が今まで触れてなかった知見を教えていただき非
常に勉強になった」などの感想が寄せられました。

次に、事例紹介として、岡山県倉敷市防災危機管理
室地域防災推進課主幹の高槻直樹氏から、倉敷市で発生した豪雨災害における
災害対応のフェーズごとの想定と現実とのギャップなどについてご講義をいた
だきました。研修生からは、「同じ自治体職員の講師より具体的事例を交えて講
義いただき大変共感を覚え勉強になった」などの感想が寄せられました。
１日目の最後には、「防災教育のための手法～災害図
上訓練（DIG）のノウハウと実践～」と題して、一般

財団法人消防防災科学センター研究開発部上席主任研究員の小松幸夫氏から、
災害図上訓練（DIG）の実習を通じて地域の災害危険性や警戒・初動時の対応
などを体験しながら、災害に強いコミュニティづくりなどについてご講義をい
ただきました。研修生からは、「自主防災組織などで実施しながら地域防災の向
上に役立てていきたい」などの感想が寄せられました。
16日（木）は、事例紹介として、三重県いなべ市総務部防災課課長補佐の大月浩靖氏から、能登半島
地震や熊本地震の被災地事例、円滑な受援方法などについてご講義をいただきました。研修生からは、
「実際に各地で実践経験がある方の話を聞くことができてよかった」などの感想が寄せられました。
次に、「防災力の向上と自治体の危機管理」と題して、跡見学園女子大学観光コミュニティ学部教授の
鍵屋一氏から、高齢化・コミュニティの衰退等を踏まえた個別避難計画や地区防災計画等の新たな地域防
災力向上対策についてご講義をいただきました。研修生からは、「要支援者への対応やコミュニティの在
り方が全体的にわかった」などの感想が寄せられました。
引き続き、「課題演習（討議・発表・講評）」と題して、班ごとに、研修生が
準備した災害対応のテーマに沿った有事対応を検討のうえ、討議・発表し、小
松幸夫氏からご講評をいただきました。研修生からは、「有事の際に行政機関と
の連絡調整をどのように行えば良いかヒントを得ることができた」などの感想
が寄せられました。
令和７年度は、残すところ令和７年12月に、第２回目を愛知県名古屋市にて
開催する予定となっております。

実習の様子

講義の様子

修了証書授与

長崎県市町村会館

研修受付

「巡回アカデミー」（長崎県研修）
の実施について
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市町村アカデミーでは、様々な事情によって千葉の本学での研修受講が困難な地域の要請等により、当
該地域に赴き、高度で専門的なカリキュラムを短期研修として提供する「巡回アカデミー」を平成27年
度より年度内に２回実施しています。

令和７年度は、第１回目を10月15日（水）と16日（木）の２日間の日程で、
長崎県長崎市にある長崎県市町村会館において、長崎県市町職員研修センター
との共催で、「災害対応研修（基礎編）～危機に直面したときの適切な行動を考
える～」の研修を行いました。
15日（水）は開講式の後、熊本県初代危機管理防災
企画監・防災軍師の有浦隆氏から「過去に学ぶ災害対
応と自治体防災」と題して、実際に熊本地震の陣頭指

揮を執った経験談をもとに、災害対応と自治体防災についてご講義をいただき
ました。研修生からは、「自分が今まで触れてなかった知見を教えていただき非
常に勉強になった」などの感想が寄せられました。

次に、事例紹介として、岡山県倉敷市防災危機管理
室地域防災推進課主幹の高槻直樹氏から、倉敷市で発生した豪雨災害における
災害対応のフェーズごとの想定と現実とのギャップなどについてご講義をいた
だきました。研修生からは、「同じ自治体職員の講師より具体的事例を交えて講
義いただき大変共感を覚え勉強になった」などの感想が寄せられました。
１日目の最後には、「防災教育のための手法～災害図
上訓練（DIG）のノウハウと実践～」と題して、一般

財団法人消防防災科学センター研究開発部上席主任研究員の小松幸夫氏から、
災害図上訓練（DIG）の実習を通じて地域の災害危険性や警戒・初動時の対応
などを体験しながら、災害に強いコミュニティづくりなどについてご講義をい
ただきました。研修生からは、「自主防災組織などで実施しながら地域防災の向
上に役立てていきたい」などの感想が寄せられました。
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地震や熊本地震の被災地事例、円滑な受援方法などについてご講義をいただきました。研修生からは、
「実際に各地で実践経験がある方の話を聞くことができてよかった」などの感想が寄せられました。
次に、「防災力の向上と自治体の危機管理」と題して、跡見学園女子大学観光コミュニティ学部教授の

鍵屋一氏から、高齢化・コミュニティの衰退等を踏まえた個別避難計画や地区防災計画等の新たな地域防
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令和７年度は、残すところ令和７年12月に、第２回目を愛知県名古屋市にて

開催する予定となっております。

実習の様子

講義の様子

修了証書授与

長崎県市町村会館

研修受付

「巡回アカデミー」（長崎県研修）
の実施について
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─令和８年度　第１回から第２回までの研修申込について─
◇第１回から第２回分の申込みに係る注意点
　研修受講申込の受付開始は、２月上旬を予定しています。
　申込期限の研修申込時点において、人事異動等の関係で受講者の氏名を確定できない場合は次のよ
うに対応してください。
①　市町村アカデミーWEBポータルの「受講職員」入力画面において、「氏名」の横にある「未定」にチェックを入れる。
②　ア　申込期限までに氏名が確定した場合
　　　　WEBポータルにおいて申込情報を修正する。
　　イ　申込期限後に氏名が確定した場合
　　　　WEBポータルにおいて申込情報を修正できないため、市町村アカデミー研修部に氏名確定の連絡をする。

令和６年10月29日から研修申込方法が市町村アカデミーWEBポータルへ変更になりました。お申込には所属ごとのアカウント作成が必
要になります。

◆第１回分　　申込期限：３月17日（火）
実施時期 研修科目名　・　組

４月15日（水）
　～４月16日（木）【特】監査委員特別セミナー

４月20日（月）
　～４月21日（火）【特】市町村議会議員特別セミナー①

４月23日（木）
　～４月24日（金）

【特】市町村長特別セミナー①
【特】管理職特別セミナー①

◆第２回分　　申込期限：４月７日（火）
実施時期 研修科目名　・　組

５月11日（月）
　～５月13日（水）【専】地域おこし協力隊員及び集落支援員の初任者研修会

５月14日（木）
　～５月22日（金）【専】監査事務

５月18日（月）
　～５月22日（金）【専】法令実務Ａ（基礎）①

５月25日（月）
　～５月29日（金）

【専】情報公開と個人情報保護
【専】災害に強い地域づくりと危機管理①～出水期前の対応
【専】空き家対策の推進

６月１日（月）
　～６月９日（火） 【専】広報の効果的実践①

６月１日（月）
　～６月11日（木）【専】固定資産税課税事務（家屋）①

６月15日（月）
　～６月19日（金）

【専】人権を尊重した地域社会の形成
【専】公共施設の総合管理

※【専】：専門実務課程（対象者：中堅職員以上）
※【特】：特別課程（対象者：市町村長、副市町村長、市町村議会議員、監査委員等）
※  各科目の詳細（課目及び講師等）については、ホームページ（https://www.jamp.gr.jp ）でご確認ください。

〈申込先〉 市町村アカデミー　ホームページ
〈問合先〉 研修部　電話　043（276）3126

市町村アカデミーからのお知らせ
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■新たな出発！
2025年４月１日。私の市町村アカデミーでの勤務
がスタートしました。
遠方への異動となることから、早めの打診があり、
ある程度の心の準備はできていましたが、これまで研
修業務に携わったことがなく、しかも慣れない土地で
の単身生活。不安がなかったわけではありません。新
たな領域への挑戦でした。
１か月間ぐらいは、「生活している」という実感は
なく、「出張に来ている」という感覚で過ごしていま
した。

■改めて知った行政の仕事の幅広さ
これまで、土木、総務、図書館、福祉、平和、議会
など、さまざまな分野を経験してきたとは言え、行政
の仕事は幅広く、経験していない分野の研修を任され
ることも少なくありません。その分野では何が課題な
のか、そしてどういった講師の講義を望んでいるのか。
研修を企画するためには、とにかく調べるしかありま
せん。これまで研修に参加した皆さんのアンケートに
も目を通します。
研修企画を通じ、行政事務は多岐にわたっているこ
とを再認識しました。行政職員の皆さんの力があって
こそ、日本国民の生活が成り立っていると言っても過
言ではありません。

■アカデミーでのお仕事
先に少し触れましたが、私はここで研修の企画と運
営を担当しています。年間８本の研修を研修ごとに違
う職員とペアになって担当します。
４月１日に着任し、早速２週間後には「教授会」と
言う名の企画会議に諮らなければなりませんでした。
時間があまりない中、悩みに悩んで作り上げた企画が
通り、講師との折衝、調整等を経て、先日、無事にそ
の研修を終えることができました。

■きっと私だけ…
研修申込締切後、まず私がチェックするのは、自分
の派遣元の自治体職員が参加しているか、そして、私
の出身地の自治体職員が参加しているか…です。
それを知ったからと言って、ひいきするつもりは全
くなく、ただ、その地元の話題ができるかと思うとな
んとなく嬉しくなるのです。

■私の「ほっと一息」の瞬間
それは、研修生が無事に研修を終了し、修了証書を
手にするのを見た瞬間です。
修了証書を手にした後も教室にしばらくとどまり、
一緒に勉強した仲間との別れを惜しむ姿を目にした時、
とても幸せな気持ちになると同時に達成感を感じます。
そして、教室で全員を見送った後、私は自席に戻り、
落ち着いたところで一杯のコーヒーを飲みます。これ
こそ、ほっと一息の瞬間なのかもしれません。
この瞬間を経験する機会が少しずつ減っていくこと
が少し寂しい気がします。
夜は夜で、一人打ち上げを開催し、自分を労うこと
も忘れません。（笑）

■幕張での生活
私の幕張での生活は、研修生と同様、とても有意義
です。
初めて東日本で生活
する機会を得ましたの
で、行ったことのない
ところに、行けるだけ
行こうと思い、毎週末
は出かけることにして
います。今の目標は千
葉県内全市町村の制覇
です！
チーバ君を含めて、千葉県の良さを肌身で感じ、派
遣元に帰ろうと思います。
私の人生の中で、千葉県で生活することになるなん
て夢にも思っていませんでした。
この異動を引き受けなければ、こんな経験はできま
せんでした。
派遣元の人事担当課と当時の上司に感謝です。
また、こんな私を引き受けてくれ、いろいろ準備を
してくださったアカデミーの方々にも感謝です。皆さ
ん、働きやすくしてくださりありがとうございます。

 アカデミアの
　 ほっと一息　    　 ~教授室だより~

〈アカデミア担当職員からひとこと〉
研修が無事に終わった後の「ほっと一息」する瞬間。

充実感と達成感、そして少しの寂しさが混じった特別
な瞬間ですね。夜の一人打ち上げも楽しそう。（笑）
県内市町村の制覇、応援しています！
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こそ、日本国民の生活が成り立っていると言っても過
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先に少し触れましたが、私はここで研修の企画と運
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通り、講師との折衝、調整等を経て、先日、無事にそ
の研修を終えることができました。

■きっと私だけ…
研修申込締切後、まず私がチェックするのは、自分
の派遣元の自治体職員が参加しているか、そして、私
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それを知ったからと言って、ひいきするつもりは全
くなく、ただ、その地元の話題ができるかと思うとな
んとなく嬉しくなるのです。
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それは、研修生が無事に研修を終了し、修了証書を
手にするのを見た瞬間です。
修了証書を手にした後も教室にしばらくとどまり、
一緒に勉強した仲間との別れを惜しむ姿を目にした時、
とても幸せな気持ちになると同時に達成感を感じます。
そして、教室で全員を見送った後、私は自席に戻り、
落ち着いたところで一杯のコーヒーを飲みます。これ
こそ、ほっと一息の瞬間なのかもしれません。
この瞬間を経験する機会が少しずつ減っていくこと
が少し寂しい気がします。
夜は夜で、一人打ち上げを開催し、自分を労うこと
も忘れません。（笑）

■幕張での生活
私の幕張での生活は、研修生と同様、とても有意義
です。
初めて東日本で生活
する機会を得ましたの
で、行ったことのない
ところに、行けるだけ
行こうと思い、毎週末
は出かけることにして
います。今の目標は千
葉県内全市町村の制覇
です！
チーバ君を含めて、千葉県の良さを肌身で感じ、派
遣元に帰ろうと思います。
私の人生の中で、千葉県で生活することになるなん
て夢にも思っていませんでした。
この異動を引き受けなければ、こんな経験はできま
せんでした。
派遣元の人事担当課と当時の上司に感謝です。
また、こんな私を引き受けてくれ、いろいろ準備を
してくださったアカデミーの方々にも感謝です。皆さ
ん、働きやすくしてくださりありがとうございます。

 アカデミアの
　 ほっと一息　    　 ~教授室だより~

〈アカデミア担当職員からひとこと〉
研修が無事に終わった後の「ほっと一息」する瞬間。

充実感と達成感、そして少しの寂しさが混じった特別
な瞬間ですね。夜の一人打ち上げも楽しそう。（笑）
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１　はじめに 　

地方公共団体金融機構（以下「機構」といいま
す。）では、地方公共団体のニーズの変化等に対
応し、また、その変化を見据えながら地方公共団
体の財政の健全性の確保・向上に向け、総合的な
地方支援業務の実施に取り組んでいます。具体
的には市町村職員中央研修所（市町村アカデミ
ー）及び全国市町村国際文化研修所（国際文化ア
カデミー）との共催による「資金調達・運用・財
政分析の集中講座」等の研修を実施しています。
また、他にも「地方公共団体の経営・財務マネジ
メント強化事業」や地方財政に関する調査研究な
ど、様々な地方支援業務を展開しているところで
す。
　本稿では、今年度に開催した研修の中から、地
方公共団体の現場から寄せられた「業務で金融に
触れる機会が少ない」、「多忙で金融を学ぶ時間が
ない」、「業務に関連する部分を短期間で学びた
い」という声に対応し、内容を絞ってそれぞれ一
日で実施した「資金調達入門研修」及び「資金運
用入門研修」についてご紹介いたします。

本研修は、主に資金調達及び資金運用に携わる
職員を対象とした研修で、平成25年度から開催
しています。
令和７年度につきましても、昨年度に引き続

き、東京・大阪の２会場にて開催いたしました。

皆様からの格別の御高配を賜り、両会場を合わせ
て前年度を上回る延べ328名の方々にご参加い
ただきました。
研修の詳細は以下のとおりです。

（開催実績）
資金調達入門研修

①　大阪会場（TKPガーデンシティPREMIUM
大阪梅田新道）
	７月	10日	（木）	 81名参加

②　東京会場（JA共済ビルカンファレンスホ
ール）
	10月	16日	（木）		76名参加

資金運用入門研修

①　大阪会場（同上）　　　
	７月	11日	（金）	 80名参加

②　東京会場（同上）
	10月	17日	（金）	 91名参加

資金調達・資金運用等の基本事項をそれぞれ一
日ずつという短期間ながらも対面方式で集中して
学んでいただくことを目的とし実施いたしました。

■資金調達入門研修

地方公共団体の資金調達においては、避けては

２　研修の概要

３　研修の目的

４　研修の内容

地方公共団体金融機構広報

地方公共団体金融機構　地方支援部　ファイナンス支援課

令和７年度
　「資金調達入門研修」及び
　　「資金運用入門研修」の実施について
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通れないのが「金利」とその「交渉」です。また、
金利に影響を与える「経済」について知ることも
重要です。
本研修では、資金調達について「資金調達入門」、
経済・金融について「日本経済の見方」、「日本銀
行の金融政策と金利動向」の３つの内容を解説し
ました。

＜資金調達入門＞

地方債と金利について、投資家の見方と金融機
関の見方の２つの視点からの金利の決定方式につ
いて解説するとともに、平均償還年限の考え方や、
借入利率と基準金利との間でどの程度の差（スプ
レッド）があるかを分析するために必要な考え方
について解説しました。
また、より良い資金調達のために、地方公共団
体が金融機関から借入れを行うにあたって、金融
機関から見たリスクと地方公共団体から見たリス
クの違いなど、交渉のポイントとなる点について
解説しました。

＜日本経済の見方＞

　短期金利と長期金利の違いや、それぞれの金利
決定メカニズムについて、また長期金利に影響を
与える経済成長についてGDPや物価、為替相場な
どの経済指標を交えながら解説しました。

＜日本銀行の金融政策と金利動向＞　

日銀政策委員会、日銀の金融調節手法や国債金
利の推移などについての解説や、金利上昇の影響
についての解説をしました。

■資金運用入門研修

資金管理・資金運用業務において、運用商品の
選択方法や説明責任を果たすために必要な金融の
基礎知識について説明するとともに、近年増加し
ている公金取扱手数料を巡る金融機関との交渉に

おける課題についても取り上げました。
本研修では、「資金運用商品の種類と特徴」、「資

金運用のリスク管理」、「資金運用の手法」、「銀行
の現状と指定金融機関」、「日本銀行の金融政策と
金利動向」の５つのパートに分けて解説しました。

＜資金運用商品の種類と特徴＞

資金運用の基本として押さえるべきポイントと
預金、債券についての基礎知識について解説しま
した。

＜資金運用のリスク管理＞

　預金と債券それぞれのリスク、リスクに対する
対応策やリスクマネジメントの考え方について解
説しました。

＜資金運用の手法＞

　債券運用における具体的な手法、運用手法に応
じた資産の組合せ、見極めについて解説しました。

＜銀行の現状と指定金融機関＞

　金融機関経営の変化や、地方公共団体と指定金
融機関の関係、金融DXと収納・支払業務といった
最新の動向について解説しました。

＜日本銀行の金融政策と金利動向＞

　資金調達、資金運用双方にとって重要なため、
資金調達入門研修と同じ内容を解説しました。

全国の地方公共団体から多くの方々にご参加い
ただき、また、終了後には活発な質疑応答や意見
交換があり、大変充実した研修となりました。
研修終了後に行ったアンケートでは、97％の
方から	「研修の受講を他の職員に勧めたい」との
回答をいただきました。また、今後の研修受講の
形態に関しては、全体で67％の方が「会場での

５　おわりに
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令和７年度「資金調達入門研修」及び
「資金運用入門研修」の実施について地方公共団体金融機構広報

受講」を希望するなど、オンラインによる研修等
が広く普及してきた昨今においても、対面による
研修開催のニーズが根強くあることが分かる結果
となりました。
また、個別のご意見としては、

▶銀行等引受債の借入事務で参考となる知識が得
られた。

▶銀行側の事情を聞くことができて、参考になっ
た。

▶預金及び債券の運用リスクが、とてもよくわか
った。

▶運用の方法について具体的に説明いただきとて
も勉強になった。

▶地方公共団体と銀行の手数料交渉等の経緯を初
めて知った。指定金制度や金融DXについて詳
細にまとめてあり、理解が深まった。

▶金融施策についてわかりやすく理解できた。
▶最新の状況を把握するために、毎年の受講を検
討したいと思った。
▶無料で本講義を受講できてありがたい。

といったご意見をいただきました。
これらのご意見・ご要望を参考に、研修内容の
さらなる充実に向けて取り組んでまいります。
なお、市町村職員中央研修所（市町村アカデミ
ー）及び全国市町村国際文化研修所（国際文化ア
カデミー）との共催による「資金調達・運用・財
政分析の集中講座」では、今回ご紹介した研修と
は異なり、２泊３日で調達・運用・財政分析を総
合的に取り上げ解説するとともに、グループ討
議、演習、事例紹介など、さらに充実した内容で
ご提供しています。是非、こちらの研修への参加
もご検討ください。
この他にもオンラインでいつでも受講できるe
ラーニングや、講師が直接現地に伺う出前講座な
ど様々な研修メニューをご用意しています。お気
軽にご活用いただき、業務にお役立ていただけれ
ば幸いです。

地方支援業務のご案内
研修などの人材育成支援や実務支援に関する
詳細はこちらからご確認ください　＞＞＞

＜お問合せ先＞

　　地方公共団体金融機構
　　地方支援部ファイナンス支援課
　　〒100-0012
　　　東京都千代田区日比谷公園１－３
　　　市政会館
　　TEL：０３－３５３９－２６７７
　　E-mail：finance@jfm.go.jp

講義の様子（大阪会場）
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機関誌『アカデミア』読者　アンケート
『アカデミア』は、内容の充実に向け、読者の皆様のご意見をお待ちしています。
市町村アカデミーのHPまたは、２次元バーコードからアンケートにご回答をお願いします。

●『アカデミア』の内容についておたずねします。
Q1　関心があった記事のタイトルを挙げてください。

Q2　役に立った記事のタイトルを挙げてください。

Q3　共感した執筆者、人物がいれば、名前を挙げてください。

●『アカデミア』の今後の企画内容等についてご意見をお願いします。
Q4　取り上げてほしい特集やテーマがあれば、お書きください。

Q5　取り上げてほしい人物や執筆を期待する人物がいれば、お書きください。

Q6　その他、企画内容についてご意見、ご要望等があれば、お書きください。

※ご回答は、Q1〜Q6のうち、一部だけでも歓迎します。

市町村アカデミーHP>機関誌・JAMPNewsletter>アカデミア
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地域運営組織の形成と運営〜⾏政編〜
⻑崎県⻑崎市市⺠協働推進室　市⺠⼒・職員⼒エンパワーメンター 原田　宏子
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一般財団法人地域総合整備財団（ふるさと財団）理事⻑、元復興庁事務次官 末宗　徹郎
⼈⼝減少時代の持続可能な地域づくり

政策研究⼤学院⼤学　教授 室田　哲男

⾃治体の災害初動対応
〜近年の災害対応の事例から学ぶ〜

新潟県市町村職員研修所

南北に長い県域をカバーするため
３か所で行う階層別研修と
基礎から実践まで行われる専門研修

【「研修」の現場を行く！】

対話と協働で「ウェルビーイングな町」を創る
【首長インタビュー】

青森⼤学　客員教授 竹林　正樹
⾏動経済学とナッジで⼈を動かす

奈良県三宅町⻑ 森田　浩司
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